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№243

令和７年１月１日発行（年６回１・３・５・７・９・１１月）

応募作品応募作品
第16回税に関する絵はがきコンクール　第16回税に関する絵はがきコンクール　

三本木小学校

渡　辺　眞　白
中新田小学校

木　村　　　芽

古川第一小学校

小笠原　瑚　夏
中新田小学校

氏　家　百　音
古川第四小学校

茶碗谷　柚　希

三本木小学校

菅　原　あ　こ

古川北小学校

髙　橋　華　音
古川第一小学校

長曽我部　初　花
古川北小学校

佐　藤　美　織

三本木小学校

今　野　紘　夢
南郷小学校

及　川　茉　子

中新田小学校

小　山　孔　輔
中新田小学校

吉　野　　　頼
古川第一小学校

小　松　稀　衣
南郷小学校

東　　　優　吾

中新田小学校

伊　藤　苛　菜
古川北小学校

柳　澤　美　織
古川第一小学校

片　倉　奏　音
古川第一小学校

遠　藤　勘九郎
古川第一小学校

上　原　大　輝
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活動
アラ

カ
ルト

紙 上 年 賀
要　望　日：令和６年12月２日（月）

会　　場：大崎市庁舎市長応接室

要望事項：①物価及びエネルギー価格高騰への対応②災害に強い社会資本整備と社会資本の老

朽化対策③有害鳥獣対策の強化④トータル的な商店街の活性化⑤行政事務の効率化

に向けて⑥再生可能エネルギー⑦市の財政⑧産業振興について対策

大崎市長と大崎市議会議長へ
税制改正要望書を提出

謹
ん
で
初
春
の

　 

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

平
素
よ
り
税
務
行
政
の
円
滑
な
運
営
に
対
し
ま
し

て
、
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

国
税
庁
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
税
務
手
続
が
税
務
署
に
行

か
ず
に
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

間
も
な
く
迎
え
る
確
定
申
告
に
お
い
て
も
、
自
宅
か

ら
ス
マ
ホ
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
使
用
し
、
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
と
連
携
さ
せ
た
e
￨
T
a
x
申
告
、
そ
し

て
振
替
納
税
等
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
を
是
非
ご

利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
貴
会
並
び
に
会
員
企
業
の
益
々
の
ご
繁
栄

を
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

謹
ん
で
新
年
の

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
　

平
素
よ
り
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

法
人
会
は
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
「
税
の
啓

発
活
動
」
を
は
じ
め
、「
会
員
企
業
へ
の
支
援
事
業
」「
相

互
扶
助
の
社
会
貢
献
活
動
」
と
し
て
地
域
振
興
に
も
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。
会
員
皆
様
に
は
法
人
会
活
動
へ
共
に

歩
ん
で
い
る
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
法
人

会
は
本
年
も
「
よ
き
経
営
者
を
目
指
す
も
の
の
団
体
」
と

し
て
、「
納
税
意
識
の
向
上
と
企
業
経
営
及
び
社
会
の
健
全

な
発
展
に
貢
献
す
る
」
こ
と
を
使
命
と
し
て
活
動
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
企
業
経
営
者
が
集

う
法
人
会
と
し
て
、
会
員
企
業
の
声
を
大
切
に
し
、
企
業

と
地
域
の
発
展
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本
年
も

一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
会
員
各
位
の
限
り

な
い
ご
発
展
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

公益社団法人　大崎法人会
　会 長　江 村 克 志

古川税務署
　署 長　坂 本 光 一 氏

理 

事
　  

佐
　
藤
　
充
　
秀 

氏

有
限
会
社
　
三
本
木
衛
生
興
業

　
代
表
取
締
役
（
大
崎
市
古
川
）

理 

事
　  

髙
　
橋
　
和
　
宏 

氏

株
式
会
社
　
仙
北
製
材
所
　
　

　
代
表
取
締
役
（
大
崎
市
古
川
）

令
和
６
年
度　
　
　

納
税
表
彰
を
受
彰

古
川
税
務
署
長
表
彰

受
　

彰
　

日

　
令
和
６
年
11
月
28
日
（
木
）

会
　
　
場
　
ア
イ
ン
パ
ル
ラ
浦
島

受
彰
経
緯
　
申
告
納
税
制
度
の

普
及
発
展
と
納
税
思
想
の

向
上
に
尽
力

副会長
髙橋　和宏

㈱仙北製材所

総務委員長
伊藤　伸一
㈲伊藤鐵工

組織委員長
本郷　輝朗

㈱環境開発公社エムシーエム

研修委員長
大崎支部長
佐藤　祥温
白蘭わた㈱

副会長
佐藤　充秀

㈲三本木衛生興業

副会長
中鉢和三郎
㈲鳳商事

筆頭副会長
早坂　竜太
㈱古川土地

副会長
高橋　聖也
㈲勘七湯

税制委員長
玉造支部長
佐々木壽彦

㈱壽

遠田支部長
及 川  　毅
㈱丸文建設

青年部会長
福原　秀輔
㈱福原農機商会

女性部会長
神戸智恵子
㈲ギフトのキムラ

加美支部長
髙橋　伸幸

㈲カーサポート高橋

古川支部長
西巻　英明

㈲ニシマキパピルス

ＩＴ委員長
鈴木　隆夫
㈲富久屋

社会貢献委員長
操　　義克
㈲操工務店

広報委員長
堀　健太郎
㈱ホリマン

厚生委員長
今泉　信吾

㈱美研
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華麗な技　心も体も翔んでます

全国の仲間と夢を語りあいました

すずかけの里設立恩人の松倉さん 鎌田さん、アメリカ研修のリーダー

我が社です。夢が詰まっています

45

と
し
て
税
の
知
識
を
深
め
　
人
材
の
育
成

と
豊
か
な
社
会
の
創
造
に
貢
献
し
　
会
員

企
業
の
発
展
を
応
援
す
る
団
体
で
す
。
こ

の
よ
う
な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
全
国
初

で
、
60
周
年
か
ら
70
周
年
に
至
る
ま
で
の

基
本
的
コ
ン
セ
プ
ト
と
な
り
、
未
来
へ
大

崎
は
心
ひ
と
つ
〜
大
崎
は
県
北
の
繁
栄
を

実
現
す
る
　
タ
グ
ボ
ー
ト
の
役
割
を
〜
へ

と
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

︱ 

そ
の
他
の
組
織
で
の
思
い
出
は

★
今
年
３
月
に
設
立
し
た
お
お
さ
き
産
業

推
進
機
構
の
前
身
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
未
来
産
業
創

造
お
お
さ
き
や
倫
理
法
人
会
の
設
立
に
関

わ
り
ま
た
業
界
の
県
会
長
や
全
国
組
織
の

役
員
を
歴
任
し
（
不
思
議
な
ご
縁
で
）
各
々

の
組
織
の
転
換
期
に
そ
の
任
を
受
け
全
力

で
や
り
切
り
ま
し
た
。

︱ 

こ
れ
か
ら
の
夢
や
希
望
は

★
す
べ
て
の
人
は
そ
れ
ぞ
れ
魅
力
や
才
能

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
多
く
の
人
が
そ

れ
に
気
が
つ
い
て
い
な
い
の
で
は
と
感
じ

ま
す
。
私
は
自
分
の
行
動
で
後
輩
た
ち
に

そ
の
気
付
き
を
与
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
も
し
天
命
が
あ
る
と
す
れ
ば
そ
れ
で

す
ね
。
ベ
ー
ス
は
愛
、
思
い
や
り
の
精
神

で
す
。
そ
れ
ら
を
信
じ
て
行
動
す
る
こ
と

で
、
自
分
の
こ
と
だ
け
で
な
く
広
く
地
域

社
会
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
微

力
で
す
が
そ
の
お
役
を
果
た
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
。
い
つ
お
迎
え
が
来
て
も
い
い

よ
う
に
日
々
生
き
切
り
た
い
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
ト
ッ
プ
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
で
す

が
聡
明
で
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
彼
女
が
出
来

た
ら
う
れ
し
い
な
〜
（
笑
）。

	

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
堀
）

う
ち
６
人
が
退
社
し
て
４
人
が
同
業
の
会

社
を
立
ち
上
げ
る
と
い
う
事
態
に
も
遭
遇

し
ま
し
た
。
無
事
乗
り
越
え
る
こ
と
は
出

来
ま
し
た
が
、
自
分
の
甘
さ
を
痛
感
す
る

と
同
時
に
『
組
織
は
人
な
り
』
を
実
感
し

以
降
資
格
取
得
な
ど
を
通
じ
て
人
を
育
て

る
こ
と
を
旨
に
経
営
に
あ
た
っ
て
き
ま
し

た
。

︱ 

貴
重
な
体
験
で
し
た
ね

★
29
才
に
妻
の
申
込
み
で
青
年
の
船
に
参

加
。
制
限
ギ
リ
ギ
リ
の
年
齢
で
多
く
の
年

下
の
若
者
た
ち
と
の
交
流
を
深
め
濃
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
人
生
に
と
っ
て
実

体
験
に
優
る
も
の
は
な
い
と
確
信
し
た
時

で
す
。
以
降
自
ら
の
意
思
で
人
中
に
交
じ

ろ
う
と
決
意
し
（
ず
っ
と
断
っ
て
い
た
）

青
年
会
議
所
に
入
会
し
約
10
年
間
、
自
分

の
学
び
と
仲
間
作
り
と
組
織
作
り
に
か
な

り
頑
張
り
ま
し
た
。

︱ 

い
よ
い
よ
本
領
発
揮
で
す
ね

★
大
崎
法
人
会
で
も
さ
ま
ざ
ま
有
意
義
な

体
験
を
し
ま
し
た
。
例
え
ば
有
志
で
米

国
研
修
し
た
際
に
福
祉
施
設
の
訪
問
の
機

会
が
あ
っ
て
自
分
た
ち
の
障
が
い
者
に
対

す
る
意
識
が
大
き
く
遅
れ
て
い
る
と
い
う

事
実
に
直
面
し
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
が
福
祉
夢
ま
つ
り
の
源
に
あ
り

ま
す
。
現
在
の
ま
つ
り
の
賑
や
か
さ
を
見

る
に
つ
け
私
た
ち
の
選
択
は
間
違
い
で
な

か
っ
た
と
感
無
量
に
な
り
ま
す
。

︱ 

特
に
大
崎
法
人
会
で
印
象
に
残
っ
て

い
る
こ
と
は

★
実
は
専
務
時
代
に
50
周
年
事
業
に
携
わ

る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
際
当
時
の

髙
橋
義
宣
会
長
か
ら
60
周
年
に
向
け
て
組

織
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
よ
う
に
指
示
を

受
け
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
10

年
後
の
姿
を
考
え
大
崎
法
人
会
の
名
前
を

分
解
し
「
テ
ー
マ
づ
く
り
」
を
し
ま
し
た
。

︱ 

そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
で
す
か

★
大
い
な
る
使
命
感
に
燃
え
　
崎
先
（
未

来
）
を
見
据
え
た
情
報
を
発
信
し
　
法
人

︱ 

い
つ
も
明
る
く
元
気
で
す
ね 

★
い
や
〜
信
じ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
け
ど
物
心
つ
い

た
頃
か
ら
中
学
校
く
ら
い
ま
で
、
人
前
に
出
る
の

は
苦
手
だ
っ
た
ね
。
ほ
ん
と
口
下
手
で
人
付
き
合

い
全
然
ダ
メ
な
暗
い
子
供
で
し
た
よ
（
笑
）。

︱ 

そ
れ
は
意
外
で
す

★
高
校
入
学
し
て
身
体
を
鍛
え
な
が
ら
も
な
る
べ

く
会
話
し
な
く
て
も
い
い
と
い
う
動
機
か
ら
器
械

体
操
部
に
入
部
し
た
と
こ
ろ
幸
か
不
幸
か
正
選
手

に
抜
擢
さ
れ
他
人
と
の
交
流
も
増
え
て
い
く
こ
と

に
。
そ
の
頃
ど
う
せ
付
き
合
わ
な
き
ゃ
い
け
な
い

な
ら
徹
底
的
に
と
〝
人
間
ウ
オ
ッ
チ
〟
を
始
め
ま

し
た
。
表
面
だ
け
で
な
く
人
間
の
本
質
・
内
側
を

観
察
。
意
外
に
当
た
る
の
で
そ
う
い
う
才
能
が
あ

る
の
か
な
な
ん
て
思
っ
た
り
（
笑
）。

︱ 

そ
れ
か
ら
は

★
大
学
時
代
に
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
家
業
を
手
伝

い
酸
素
を
病
室
に
届
け
る
仕
事
を
し
ま
し
た
。
ま

さ
に
人
の
生
死
の
現
場
に
立
ち
会
う
こ
と
に
な
る

わ
け
で
す
。
そ
こ
に
深
い
感
動
、
感
銘
を
受
け
将

来
の
仕
事
と
す
る
と
決
心
し
ま
し
た
。
卒
業
後
就

職
す
る
わ
け
で
す
が
、
28
才
の
時
８
人
の
社
員
の

佐
藤

　俊
明 

氏

株
式
会
社

　佐
藤
酸
素
　代
表
取
締
役
会
長

組
織
は
生
き
物

  
人
生
は
I
N
G  

全
力
投
球
！！

宝人
〜私のプチ自慢〜

21
第

弾

シ
リ
ー
ズ あ

り
が
た
い
縁
の
も
と

　
　
　充
実
し
た
人
生
を

佐 藤　俊 明（さとう　としあき）氏

【プロフィール】
昭和24年	 大崎市（旧　古川）生まれ
昭和43年	 古川高等学校卒業
昭和47年	 東北学院大学　経済学部経済学科卒業
昭和47年　	 家業の佐藤酸素に入社
昭和49年　	 法人会に伴い㈱佐藤酸素　専務取締役に就任
平成８年　 	 ㈱佐藤酸素　代表取締役に就任
令和６年　 	 ㈱佐藤酸素　代表取締役会長に就任　
＜趣味＞映画鑑賞と音楽鑑賞・人間ウオッチング
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参加者のＡさん
　大会の雰囲気がとても和やかで、参加者同士の
交流が深まりました。普段は話す機会のない人た
ちとも話せて、新しい友達ができました。

参加者のＢさん
　運動不足解消にぴったりでした。自然の中
で体を動かすのは気持ちが良く、リフレッ
シュできました。

受講者Ａさん
　今年の年末調整については、定額減税の新しい
事務が発生するため、不安でしたが処理上の留意
事項などについて詳しく説明して頂きましたので
参加して良かったです。

入 賞 者 入　賞　者

１位　佐々木茂夫　㈱大正堂
２位　伊藤　憲一　我妻建設㈱
３位　菅原　　佳　㈱たじり穂波公社
４位　菅原　順子　大同生命保険㈱
５位　今泉　信吾　㈱美研

【パズル・四字熟語の答え】　	①…古今東西　　②…興味本位

日　時：令和６年11月９日(土)　

場　所：三本木パークゴルフ場

参加人数：14名

担　当：厚生委員会

共　催：大同生命保険・AIG損害保険・アフラック生命保険

日　時：令和６年11月13日(水)

場　所：古川商工会議所　

内　容：昨年と変わった点の令和６年度分所得
税の定額減税の実施や控除申請書の記
載内容改正等を説明

受講者数：92名

講　師：古川税務署

　　　　法人課税第一部門　担当官

担　当：研修委員会

日　時：令和６年11月27日(水)

　　　　①10：00　②11：00　③13：30

　　　　④14：30　⑤15：30　各回１社

場　所：古川税務署　大会議室

内　容：年末調整個別相談

講　師：古川税務署

　　　　法人課税第一部門　担当官

担　当：研修委員会

第16回江村会長杯親睦パークゴルフ大会

会員企業限定：年末調整個別相談会 年末調整説明会

活動
アラ

カ
ルト

☆　 筆者紹介		  ☆
池　田　一　郎（いけだ・いちろう）

編集者・ライター。和酒については、日本酒や焼酎から泡盛、ワイン、ビール、ウイスキーまで･･･ジャンルや飲み方を問わ

ず愛好。蔵元やブリュワリーめぐりを楽しんでいる。

和酒探訪家　池　田　一　郎　

　「お燗（かん）映え」という言葉があります。冷や
（常温）でも悪くないものの、お燗をつけることによっ
て、冷やではぎゅっと詰まったまま眠っていた五味が
パーッと目覚めたかのように開き、膨らみのある味わい
を感じさせる。そんな日本酒ならではの至福の現象を指
す言葉であり、それゆえ、ぜひお燗で飲みたいと思う酒
があるわけです。僕にとってその一つが鳥取市・山根酒
造場の酒「日置桜」。平杯に注いだそれは熟成を感じさ
せる山吹色。冷やのまま口に含んでもしっかり旨（う

ま）みがのっているのがわかるのですが、熱めに燗をつけて口に運べばたっぷりした旨みや心地いい酸が立
体的に広がって喉が鳴ります。
　現蔵元・５代目の山根正紀さんにとって、今の酒造りへの原点の一つはまだ学生だった30年以上前。真
夏に父親が飲んでいた純米の燗酒を一緒に飲んだとき、胃に入った瞬間に食欲のスイッチが入ったのを「い
いな」と体感したことだったといいます。酒を飲むことで腹が減る酒。実際に飲めば実感しますが、まさに
言い得て妙だなと思います。
　では、そうした味わいはどのようにして生まれるのか。キーワードの一つが「熟成」、そして米のポテン
シャルを生かすために「溶かす」酒造り。酒造りでは米を米麹で糖化し（溶かし）、それを酵母が食べてア
ルコールを出します。日置桜ではこの麹の歩合が高く、しっかりと米を溶かし、そしてその糖を酵母に食い
切らせて酒を作ります。仕上がった酒は新酒では渋い酒。これがじっくり熟成させることで重層的な旨み
に変わる設計なのです。「味わいの『跳ね』とか『弾力性』、動きを感じる酒が伸び代のある酒だと思ってい
ます。あとは時間がそれを仕上げてくれる」、そう山根さんは表現します。そして酒が熟成していく過程は
「夏を越すか越さないか」であり、「味が乗ってから出す」。たとえば、生酛（きもと）は３回夏を越してか
ら出すというルールがあったり。じっくりと熟成されて、味わいにその醍醐味が感じられるのが日置桜の魅
力なのです。
　そして、そうした味わいの大本になるものとして昔からこだわっているのが酒米です。玉栄や強力といっ
た風土に合った酒米を主体とする日置桜ですが、この米作りも90年代から契約農家との取り組みを続けて
います。興味深いのは、米の生産者ごとに仕込み桶をたてる「シングル醸造」を採用していること。「稲は
１年草なので、その人が田んぼと稲に向き合った人柄が出る」し、「できてきた米の面を見ると、どうやっ
て仕上げてほしいのかイメージが湧く」とも。農に向かい合い、丹念に醸し、そして時間が仕上げていくお
酒。この冬もじっくりと熱燗で味わいたいと思います。

和酒をめぐる／鳥取県・有限会社山根酒造場和酒をめぐる／鳥取県・有限会社山根酒造場

食欲を呼び、旨みが広がる
燗映えの醍醐味を味わえる酒「日置桜」

面白きことも無き世を生き抜く発想面白きことも無き世を生き抜く発想
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活動
アラ

カ
ルト

　令和６年12月13日(金)レストラン スギヤマに

て、忘年会が賑やかに開催されました。

『自分の生き方は自分で決める』
ボクシング元女子世界５階級制覇王者

藤　岡　奈穂子 氏

　令和６年11月28日(木)、大崎市アインパルラ浦島に於いて、宮城

県大崎市出身の女子ボクシング元５階級王者の藤岡奈穂子氏を講師

にお迎えし、講演会を開催しました。藤岡氏は、ボクシングを始め

た翌年にアマチュアデビュー戦でＫＯ勝ちし、新人王を獲得。その

後、東京のジムからスカウトされて33歳でプロデビューを果たしま

した。講演では、ボクシングにかけたこれまでの人生について語り、一階級制覇するごとにさらに

もう一歩先の階級を目指し取り組んできたことを振り返りました。「全ては自分次第で、他人や環

境のせいにはしない。そして、これからも挑戦し続けたい」と力強く語りました。将来の計画とし

て、女子ボクサーの会を作ることを考えており、いつか古川でスパークリング大会を開きたいと笑

顔で締めくくりました。

　11月26日(火)に県女連「税の絵はがき選考会」が開催されました。宮城県内の各単位

会から10作品（合計100作品）が提示され、その中から宮城県の代表作品10作品が選出

されました。その結果、宮城県連特別賞に加美町立中新田小学校６年の小田嶋愛衣さん

が入賞いたしました。

　女性部会では、小学生へ

の租税教育活動として、毎

年「税に関する絵はがきコ

ンクール」を実施しており

ます。租税教室などを通じ

て、学童に“税の大切さ”

や“税の果たす役割”につ

いて学んでもらい、その知

識や感想を“絵はがき”に

することで、税に対する理

解をより深めてもらうこと

を目的としております。今

後も引き続き、租税教育活

動を通じて、次世代の子ど

もたちに税の重要性を伝え

てまいります。

青 年 部 会 忘 年 会 開 催役 職 員 研 修 会 開 催

女性部会　県内女性部会員の皆様との視察研修会に参加

～共に学び、共に成長！つながる、広がる、女性の輪～
　大崎法人会女性部会は、女性のきめ細やかさを活かし活動の幅
を大きく広げております。
　交流を通じて有意義で楽しい会にしたいと考えておりますの
で、ぜひお気軽にご入会いただけますようお願い申し上げます。

参加者Ａさん 参加者Ｂさん
　彼女の人生の話を聞いて、本当に感動しまし
た。どんな困難にも立ち向かい、夢を追い続け
る姿勢に勇気をもらいました。

　スポーツの話だけではなく、人生全般に通じ
るメッセージがたくさんありとても興味深かっ
たです。

部 会 員 募 集 中

大崎法人会にご紹介ください
法人会年会費6,000円～23,000円(資本金による：300万円～2,000万円以上)

初年度会費無料初年度会費無料
さらに新年祝賀会ご招待！！

キャンペーン実施中！

この機会に一緒に活動してみませんか

大崎法人会にご紹介ください大崎法人会にご紹介ください

活動
アラ

カ
ルト

『法人税の申告と調査の状況について』
古川税務署 法人課税第一部門　

統括国税調査官　佐　藤　真貴子 氏

　法人税の申告と調査の状況についての講演をいただきました。講演

者は、法人税の申告手続きや調査の現状について詳しく説明し、参加

者から多くの関心を集めました。

イベント出店予告
第23回

うめぇがすと鍋まつりin加美
開催日時
　　令和７年２月11日（火）
　　午前10時30分〜午後１時30分
場　　所
　　加美町中新田地区花楽小路商店街

　牛肉と野菜がたっぷ

り入ったしょうゆベー

スの鍋を販売します。

皆さんお越しください。
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第 部一

第 部二

第 部三

QRコードより
お申し込みください！

QRコードより
お申し込みください！

加美支部主催
2025年 新春記念講演会・賀詞交歓会ご案内2025年 新春記念講演会・賀詞交歓会ご案内

新 春 記 念 講 演 会新 春 記 念 講 演 会

古 川 支 部 講 演 会古 川 支 部 講 演 会
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公 開
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加美支部主催
2025年 新春記念講演会・賀詞交歓会ご案内2025年 新春記念講演会・賀詞交歓会ご案内
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加美支部主催
2025年 新春記念講演会・賀詞交歓会ご案内2025年 新春記念講演会・賀詞交歓会ご案内

新 春 記 念 講 演 会新 春 記 念 講 演 会

古 川 支 部 講 演 会古 川 支 部 講 演 会
一 般
入場無料

公 開

第 部一

第 部二

第 部三

QRコードより
お申し込みください！

QRコードより
お申し込みください！

加美支部主催
2025年 新春記念講演会・賀詞交歓会ご案内2025年 新春記念講演会・賀詞交歓会ご案内

新 春 記 念 講 演 会新 春 記 念 講 演 会

古 川 支 部 講 演 会古 川 支 部 講 演 会
一 般
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公 開
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第 部二
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お申し込みください！

QRコードより
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加美支部主催
2025年 新春記念講演会・賀詞交歓会ご案内2025年 新春記念講演会・賀詞交歓会ご案内

新 春 記 念 講 演 会新 春 記 念 講 演 会

古 川 支 部 講 演 会古 川 支 部 講 演 会
一 般
入場無料

公 開

第 部一

第 部二

第 部三

QRコードより
お申し込みください！

QRコードより
お申し込みください！

加美支部主催
2025年 新春記念講演会・賀詞交歓会ご案内2025年 新春記念講演会・賀詞交歓会ご案内

新 春 記 念 講 演 会新 春 記 念 講 演 会

古 川 支 部 講 演 会古 川 支 部 講 演 会
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公 開

第 部一

第 部二

第 部三

QRコードより
お申し込みください！

QRコードより
お申し込みください！

加美支部主催
2025年 新春記念講演会・賀詞交歓会ご案内2025年 新春記念講演会・賀詞交歓会ご案内

新 春 記 念 講 演 会新 春 記 念 講 演 会

古 川 支 部 講 演 会古 川 支 部 講 演 会
一 般
入場無料

公 開

講　演　（会員対象）

　古川税務署長　坂本　光一 氏　(R6.7.10の発令で就任)

企業交流会　（会員対象）　会費　１名５,０００円

編

集
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国
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絶
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。
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（
堀 

記
）

タ
イ
ト
ル

パ
ズ
ル
・
四
字
熟
語

パ
ズ
ル
・
四
字
熟
語

☆　 作者紹介	 ☆
株式会社　ニ　コ　リ

日本初のパズル専門誌「パズル通信ニコリ」を発行する出版社。数独・クロスワードな

どのパズルをメディアへ提供するコンテンツメーカーでもある。パズルＡＳＰ「ｅ-数

独」をＢtoＢ向けにリリース。

※
空
い
て
い
る
マ
ス
に
漢
字
を
入
れ
て
、
四
字
熟
語

を
完
成
さ
せ
ま
し
ょ
う
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ま
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成
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な
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だ
か
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ま
す
か
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（
答
え
は
７
頁
に
あ
り
ま
す
）
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日　時：令和７年 1 月 17 日（金）
　　　　午後 4 時

場　所：サンパレスマルト

テーマ：『地域を支える中小企業の現在』

講　師：元 日本政策金融公庫副総裁　伊藤　健二 氏

賀詞交歓会：講演会終了後、同会場にて開催いたし
ます。（午後６時）

講演会のみご参加の方は無料ですが、賀詞交歓会に
ご参加の方は、負担金５，０００円を添えて商工会本
所・各支所にお申し込み下さい。

お問合せ　加美商工会　0229−63−2734　

開催日：令和 7 年 2 月 5 日（水）

場　所：アインパルラ浦島

開催日：令和 7 年 2 月 27 日（木）

場　所：アインパルラ浦島

お笑い寄席　落語芸術協会　三遊亭遊三一門　

東北弁落語　六華亭　遊花 氏

会員無料・一般　１名１,０００円

いのちの教室　～企業防災・組織防災のあり方～
　一般社団法人　健太いのちの教室

　代表理事　田村　孝行 氏　　
　1960年大崎市松山生まれ。東日本大震災により宮城県女川
町で、銀行企業管理下での息子の死を機に、息子のいのちを生
かし続けるために震災伝承活動や企業・組織防災講演・いのち
の教室・大学での講義・小中高での講話に取り組んでおります。

　毎回大好評！！　古典落語を東北弁でアレンジしたり、東北
の民話を落語にする等、独自の落語で各地の高座から笑いをお届け中。

15:00～16:30

16:00～17:00

16:40～17:40

17:20～

17:50～

1955年	 加美町生まれ（古川高等学校OB）
1978年	 東北大学経済学部卒業
1978年	 国民生活金融公庫入庫
2008年	 株式会社日本政策金融公庫
	 　国民生活事業本部事業運営部長
2018年	 代表取締役副総裁（～2020年11月）
2021年	 （公財）公庫団信サービス協会理事長
	 　　　　　　　　（～2022年９月）
2021年	 株式会社日本政策金融公庫顧問
2023年	 同　地域連携監（総裁特命）（現職）

【経歴】　兵庫県出身。
平成22年４月	 国税庁入庁。
平成22年７月	 仙台国税局課税第二部鑑定官室財務技官。
令和４年７月	 国税庁課税部酒類業振興・輸出促進室課長

補佐。
令和６年７月	 古川税務署長。

✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

企業交流会　（会員対象）　会費 １名５,０００円
　※企業交流会は会員のみご参加いただけます。



江村　克志

https://osakihojinkai.com ohsakih@cocoa.ocn.ne.jp

お問合せ先

https://www.aig.co.jp/sonpo

（24-073023）
この広告は保険の概要をご説明したものです。ご契約の引受けに際しては、弊社所定の条件があります。2024年10月時点の内容です。

■経営者インタビュー動画
東日本大震災を乗り越え成長する会員企業のインタビューをご覧ください。

施設の損害は保険に
入っていたから
復旧できるが…

このままいくと
休業中の

従業員の給与が
支払えない…

それでも従業員の
雇用は守らなければ…

巨大地震発
生

休業時の必要資金は手当てできていますか？

地震休業サポート 地休力
企業財産保険（ニュープロパティーガード）　
事業継続サポート補償特約N ＋ 地震・噴火危険補償特約（事業継続サポート補償特約用）N ＋ 水災危険補償特約N※
※水災危険補償特約Nは外すことができます。


